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令和８年度スタート  校   長  
六中の西門をくぐると、色とりどりの花々が咲き、私たちを迎えてくれています。春を感じるとともに、これ

から始まる１年に、心も晴れやかに清々しい気分になります。これは新３年生が地域の皆様と一緒に、入学

式のために植えたプランターです。 

令和８年 4 月 6 日始業式、そして７日に第 49 回の入学式を行ないました。色とりどりの花々とともに、

早めに咲いた桜も待ってくれていたようで、桜も祝福する入学式となり、新入生 139 名を迎えました。生徒

呼名に、背筋を伸ばし元気な声で返事をする姿と目の輝きに、「がんばるぞ」という決意を感じました。 

令和８年度は、新入生を迎え、全校生徒４４５名、１２学級です。今年度も東三鷹学園として第一小学

校・北野小学校と共に、小・中一貫校としてのスタートです。 

 

≪東三鷹学園教育目標≫ 

  豊かな心をもち、地域とともに生き、人間力・社会力にあふれ、国際社会に貢献する児童・生徒の育

成をめざす。 

ア 学力を育む学園 

【児童・生徒像】 ○基礎的な学力をもつ子ども  ○学び続ける子ども 

【目指す資質・能力】自ら課題を見付け、協働して解決する力  

イ 人間力を育む学園 

【児童・生徒像】 ○心豊かでたくましい子ども   ○主体的に判断し行動する子ども 

【目指す資質・能力】多様な考えを理解し、心身の健康を保つ力  

ウ 社会力を育む学園 

【児童・生徒像】 ○他者とすすんで関わる子ども  ○地域とのつながりを大切にする子ども 

【目指す資質・能力】自他を尊重し、人間関係を築く力  

 

≪六中で特に今年度力を入れる生徒像≫ 

〇基本的生活習慣を身に付け率先して挨拶ができる生徒。 

〇東三鷹夢・未来デザインシート（キャリア・パスポート）を使い自己理解を深める生徒。 

〇自ら学習を調整できるように、自分で考えた家庭学習の習慣や未来塾の利用ができる生徒。 

〇自分を見つめ、得意なことを伸ばし、苦手なことにも失敗を恐れず挑戦を続ける生徒。 

〇互いの違いや多様性を尊重して、主体的に取り組む生徒。 

 

生徒一人ひとりが自分を見つめて、積極的にチャレンジできる環境、そして居心地の良い学校・学級づく

りを進めていきます。さらには生徒が輝ける場面や場所をたくさんつくり、「共学・共助・共生の三鷹六中」

をつくります。 

教職員一同は何事にも「チーム六中」として組織的に取り組みます。また、保護者の皆様ともしっかり連

絡を密にして子どもたちを支援して行きます。 

地域・保護者の皆様、本校の教育活動をご理解頂きご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

『元気！ やる気！ 本気！ で進む けやきの子！』 

東三鷹学園三鷹市立第六中学校   

学校だより 第１号 令和８年４月１４日 

  「あいさつは 笑顔広がる 魔法の言葉」（作 TEH）  

http://www.mitaka-schools.jp/rokuchu-jhs/index.html    TEL 0422 (49) 1833 

欅(けやき） 
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令和８年度 学校経営方針    

【 第六中学校の目標 】 

自己決定・自己実現（幸せな人生を送るための基盤づくり）  

生徒が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として 尊重し、多様な

人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、 持続可能な社会の創り手とな

ることができるようにする。 

（１）目指す学校       …… 「甲斐」のある学校  

① 生徒にとって       … 学び「甲斐」のある学校  

② 保護者・地域にとって… 通わせ「甲斐」のある学校 

③ 教職員にとって    … 働き「甲斐」のある学校  

重点  学校：一人一人を大切によさを認め伸ばす学校。  生徒：自分を見つめ挑戦し続ける生徒。 

・地域・保護者・教職員・学級などの仲間との関りを大切にすることで学校風土を向上させる。 

・気持ちや思いを大切にして理解しようとする。（話を最後まで聴く・否定しない）  

・思いやりと感謝の気持ちを言葉で表す。そのため、挨拶の充実を図る。 

★教室授業を中心に ・生徒の居場所・活躍の場をつくる。 

・安心して自分の思いを表現できる環境をつくる。 

 

≪ 教 育 目 標 ≫ 

新しい時代を築く個性豊かな実践力のある人間の育成を目ざす 

豊かな心・考える力・健康な体 

≪ 令和８年度の学校経営の重点 ≫ 

共に学び、共に助け合い、共に生きる ｢共学｣「共助」「共生」の三鷹六中 

１ 指導の柱（重点) 

（１）意欲を高める学習指導 ～共に学ぶ「共学｣～ 

   ①全教職員の英知と創意工夫を結集し、主体的に学習に取り組む生徒、共に学ぼうとする生徒  

の育成をめざす。 

②「わかる喜び」のある授業、意欲の高まる授業作りに励み生徒の自己肯定感を醸成する。 

③学びの質を高めるため、授業改善を推進し、「基礎的な知識・技能」の習得に努める。 

④多様な考えを引き出し、深め、振り返りをして生徒が学習を自己調整できるよう努める。 

⑤ＩＣＴ環境により、教育用タブレットの効果的活用について積極的に推進する。 

（２）規範意識を高め、自他を敬う生活指導 ～共に助け合う「共助」～ 

   ①率先して全教職員が、生徒の模範となる行動・教育活動の実践を行う。 

   ②生徒一人一人に寄り添い、生徒が安心して生活できる（居心地の良い）場を作る。 

   ③特別の教科「道徳」の授業を要として教育活動全般を通じて心の教育の充実に努め、「感謝・思い

やりの心、共助の精神」を育み、共に助け合う生徒の育成をめざす。 

（３）互いの良さを認め合う特別活動 ～共に生きる「共生」～ 

   ①限られた時間の中で、生徒が主体となって活動する学校行事、生徒会活動等の充実を図り、生徒の

「自分たちの学校」との意識を高める。 

   ②全教員が力を合わせ学級経営、学年経営の充実を図り、温かな人間関係を構築する。 

   ③人権感覚を磨き、互いの違いや多様性を尊重し、共生社会の担い手を育成していく。 

（４）特別支援教育と教育相談活動の充実、教育支援学級（通級教室）の円滑な運営とサポートルーム 

の全教員の連携強化を図る。 

 


